
《Lesson 1》否定疑問文 

 

 否定疑問文 ＝「～ではないのですか」という意味の疑問文。  

＜例＞あなたは眠たくないのですか？ 

私たちは彼を待たなくてもいいのですか？ 

【基本の形】疑問文で使われる「be 動詞」「do / does / did」「助動詞」を否定形にするだけ。 

      ＜例＞ Aren’t you sleepy? （あなたは眠たくないのですか？） 

Don’t we have to wait for him? （私たちは彼を待たなくてもいいのですか？） 

 

【否定疑問文：作り方】  

ステップ (1)：肯定形の疑問文を作る。  

ステップ (2)：作った疑問文を否定形にする。 

  

＜例1＞「あなたは眠たくないのですか？」 という文の場合 

ステップ①：肯定文の疑問文を作る。 

「あなたは眠たいのですか？」  

   Are you sleepy?              

ステップ②：作った疑問文を否定形にする。 

      Aren’t you sleepy?             

 

＜例2＞「私たちは彼を待たなくてもいいのですか？」 という文の場合 

ステップ①：肯定文の疑問文を作る。 

「私たちは彼を待たないといけないのですか？」  

   Do we have to wait for him?          

ステップ②：作った疑問文を否定形にする。 

      Don’t we have to wait for him?        

 

 

 

 

  



 

ポイント！否定疑問文のニュアンス 

 基本的に、否定疑問文は日本語と同じニュアンスで使われます。 

《ニュアンス 1》 相手ができないということに気づいた時  

＜例＞ Don’t you like soccer?  I didn’t know that.  

（あなたはサッカーが好きではないの？知らなかったよ） 

《ニュアンス 2》 驚き 

＜例＞ You didn’t sleep last night. Aren’t you sleepy?       

（あなたは昨晩寝ていないじゃないですか。眠たくないのですか？） 

《ニュアンス 3》相手に共感してもらう / 確認をとる時  

＜例＞ I love this song. Don’ t you think it is cool?       

（私はこの歌が大好きです。カッコいいと思いませんか？） 

《ニュアンス 4》 提案  

＜例＞ Why don’t try it？（＝You should try it.） 

   （なぜあなたは試さないのですか？（＝あなたは試すべきです）） 

【否定疑問文の答え方】  

否定疑問文の答え方は、日本語での答え方とは異なるので注意しないといけません。ポイン

トは、 

肯定するなら Yes、否定するなら No で答える 

というところです。 

 

＜例＞ Isn’t he interested in Japanese culture? （彼は日本の文化に興味がないのですか？） 

         興味がある場合 → Yes, he is.  

興味がない場合 → No, he isn’t.  

          Didn’t you bring your textbook?     （あなたは教科書を持って来なかったの？） 

       教科書を持って来た場合      → Yes, I did.  

教科書を持って来なかった場合 → No, I didn’t. 
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